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令
和
四
年
度 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
古
文
書
講
座
（
三
） 

 

【
翻
刻
文
】 

（
表
紙
）
宝
暦
拾
一
年
辛
巳
年
中 

諸
事
書
上
ヶ
控
并
留
書
共 

羽
栗
郡
本
郷
村 

（
本
文
） 乍

恐
奉
願
上
候
御
事 

一
御
茶
壷
御
下
リ
之
節
、
本
郷
村
大
船
并
渡 

船
御
用
被
為
仰
付
、
指
出
シ
申
候
、
然
処
先 

年
ハ
大
船
并
ニ
渡
船
共
ニ
御
証
文
御
触
状 

壱
通
ニ
而
被
為
仰
付
候
処
、
四
五
ヶ
年
以
前
よ
り 

墨
俣
川
江
之
御
寄
舟
と
境
川
江
之
御
寄
舟
御 

分
ヶ
被
極
候
節
よ
り
、
大
船
之
御
証
文
と
渡
船
之 

 

御
証
文
と
弐
通
被
下
置
候
ニ
付
、
大
船
之
御
証
文
ハ 

平
方
村
江
送
リ
届
ヶ
、
渡
船
御
証
文
ハ
岐
阜 

町
ヘ
送
リ
届
ヶ
申
候
、
勿
論
当
村
よ
り
岐
阜
町
迄 

道
法
凡
四
里
余
茂
御
座
候
付
、
御
証
文
御 

触
状
相
廻
リ
候
時
刻
ニ
よ
り
、
夜
ニ
懸
リ
、
甚
難 

儀
仕
候
、
殊
ニ
以
御
茶
壷
御
下
リ
之
節
ハ
、
田
方 

植
付
之
時
節
ニ
而
、
別
而
難
儀
仕
候
間
、
右
之
趣 

 

被
為
聞
召
分
、
大
船
并
渡
船
共
ニ
御
証 

文
之
儀
、
先
前
之
通
リ
壱
通
ニ
被
極
、
御
渡
シ
被
下 

置
候
様
ニ
成
共
、
又
ハ
渡
船
御
用
之
儀
ハ
墨
俣 

宿
問
屋
触
ニ
而
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
ニ 

成
共
、
奉
願
上
候
、
右
御
茶
壷
御
用
之
外
、 

御
大
名
様
方
御
交
代
ニ
御
通
行
之
節
も
、
墨 

俣
問
屋
触
ニ
而
指
出
申
候
間
、
乍
恐
御
勘 

 

考
ノ
上
、
右
渡
船
御
証
文
之
儀
、
当
村
よ
り
岐 

阜
町
江
送
リ
届
候
段
、
向
後
御
免
被
下
置 

候
ハ
ゝ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上 

羽
栗
郡
本
郷
村
庄
屋 

巳
六
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

善
六 

御
船
方 御

役
所 
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【
読
み
下
し
】 

恐
れ
な
が
ら
願
い
上
げ
奉
り
候
御
事 

一
御
茶
壷
御
下
り
の
節
、
本
郷
村
大
船
な
ら
び
に
渡
船
御
用
仰
せ
付
け
せ
ら
れ
、
指
し
出
し
申
し
候
、 

然
る
と
こ
ろ
先
年
は
大
船
な
ら
び
に
渡
船
共
に
御
証
文
御
触
状
壱
通
に
て
仰
せ
付
け
せ
ら
れ
候

と
こ
ろ
、
四
、
五
か
年
以
前
よ
り
墨
俣
川
へ
の
御
寄
舟
と
境
川
へ
の
御
寄
舟
御
分
け
極
め
ら
れ
候

節
よ
り
、
大
船
の
御
証
文
と
渡
船
の
御
証
文
と
弐
通
下
し
置
か
れ
候
に
つ
き
、
大
船
の
御
証
文
は

平
方
村
へ
送
り
届
け
、
渡
船
御
証
文
は
岐
阜
町
ヘ
送
り
届
け
申
し
候
、 

勿
論
当
村
よ
り
岐
阜
町
迄
道
法
凡
そ
四
里
余
も
御
座
候
つ
き
、
御
証
文
御
触
状
相
廻
り
候
時
刻
に

よ
り
、
夜
に
懸
り
、
甚
だ
難
儀
仕
り
候
、 

殊
に
以
御
茶
壷
御
下
り
の
節
は
、
田
方
植
付
の
時
節
に
て
、
別
し
て
難
儀
仕
り
候
間
、
右
の
趣
き

聞
こ
し
召
し
分
け
せ
ら
れ
、
大
船
な
ら
び
に
渡
船
共
に
御
証
文
の
儀
、
先
前
の
と
お
り
壱
通
に
極

め
ら
れ
、
御
渡
し
下
し
置
か
れ
候
様
に
な
る
と
も
、
ま
た
は
渡
船
御
用
の
儀
は
墨
俣
宿
問
屋
触
れ

に
て
仰
せ
付
け
せ
ら
れ
下
し
置
か
れ
候
様
に
な
る
と
も
、
願
い
上
げ
奉
り
候
、 

右
御
茶
壷
御
用
の
ほ
か
、
御
大
名
様
方
御
交
代
に
御
通
行
の
節
も
、
墨
俣
問
屋
触
れ
に
て
指
し
出

し
申
し
候
間
、
恐
れ
な
が
ら
御
勘
考
の
上
、
右
渡
船
御
証
文
の
儀
、
当
村
よ
り
岐
阜
町
へ
送
り
届

け
候
段
、
向
後
御
免
下
し
置
か
れ
候
わ
ば
有
り
難
く
存
じ
奉
る
べ
く
候
、
以
上 

 

【
現
代
語
訳
】 

恐
縮
で
す
が
願
い
上
げ
申
し
上
げ
ま
す
御
事 

一
御
茶
壷
お
下
り
の
節
、
本
郷
村
大
船
と
渡
し
船
の
御
用
を
命
じ
ら
れ
差
し
出
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
れ
で
先
年
ま
で
は
大
船
と
渡
し
船
と
も
御
証
文
・
御
触
れ
状
一
通
に
て
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
に
、

四
、
五
年
前
に
墨
俣
川
へ
の
寄
せ
舟
と
境
川
へ
の
寄
せ
舟
を
分
け
る
こ
と
を
決
め
ら
れ
て
か
ら
は
、

大
船
の
証
文
と
渡
し
船
の
証
文
と
二
通
が
下
さ
れ
、
大
船
の
証
文
は
平
方
村
へ
、
渡
し
船
の
証
文

は
岐
阜
町
へ
送
り
届
け
て
お
り
ま
す
。 

当
然
な
が
ら
当
村
か
ら
岐
阜
町
ま
で
の
道
の
り
は
四
里
余
り
も
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
証
文
と
触
れ

状
を
回
送
す
る
時
刻
が
夜
に
懸
っ
て
し
ま
い
大
変
難
儀
し
て
お
り
ま
す
。 

と
く
に
以
前
御
茶
壷
お
下
り
の
節
は
田
植
え
の
時
節
に
あ
た
り
特
別
に
難
儀
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
右
の
事
情
を
お
聞
き
入
れ
に
な
り
判
別
下
さ
り
、
大
船
と
渡
し
船
の
証
文
に
つ
い
て
、
前
々

の
と
お
り
一
通
に
決
め
ら
れ
お
渡
し
下
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
渡
し
船
御
用
に
つ
い
て
は
墨
俣
宿
問

屋
の
触
れ
に
て
お
命
じ
に
な
る
か
、（
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
の
で
）
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

右
の
御
茶
壷
御
用
以
外
に
大
名
家
参
勤
交
代
の
通
行
の
と
き
も
墨
俣
問
屋
触
れ
に
て
（
船
を
）
差

し
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
勘
考
の
う
え
渡
船
証
文
を
当
村
か
ら
岐
阜
町
へ
送
り
届
け
る
業
務

は
今
後
免
除
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。 
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一 
花
村
家
と
本
郷
村
に
つ
い
て 

○
花
村
家
：
羽
栗
郡
本
郷
村
の
庄
屋
を
務
め
た
家
。
近
世
～
近
代
文
書
三
〇
〇
〇
点
余
を
伝
来
。 

○
羽
栗
郡
本
郷
村
（
現
羽
島
市
福
寿
町
本
郷
）
：
桑
原
輪
中
の
う
ち
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）

か
ら
尾
張
藩
領
。
村
高
は
四
九
九
石
余
。
知
行
主
（
給
人
）
は
尾
張
藩
重
臣
・
横
井
氏
（
尾
張

国
丹
羽
郡
赤
目
村
＝
現
愛
西
市
赤
目
町
に
本
拠
）。
東
は
竹
ヶ
鼻
村
、
南
は
浅
平
村
、
平
方
村
、

北
は
間
島
村
、
西
は
長
良
川
を
限
る
。
本
郷
湊
あ
り
。 

○
桑
原
輪
中
：
羽
島
市
南
半
部
。
木
曽
・
長
良
・
逆
川
が
境
界
。
幕
府
領
、
尾
張
藩
領
、
旗
本
領

あ
り
。 

  

二 

「
宝
暦
拾
一
年
辛
巳
年
中 

諸
事
書
上
ケ
控
并
留
書
共
」（
一
七
六
一
）
の
掲
載
記
事 

【
語
句
】 

宝
暦
拾
一
年
辛
巳
年
中
： 

西
暦
一
七
六
一
年
。
干
支
は
辛
巳
（
か
の
と
み
・
シ
ン
シ
） 

諸
事
書
上
ヶ
控
并
留
書
共
： 

本
郷
村
庄
屋
が
年
ご
と
に
作
成
し
た
記
録
。
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）

～
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
の
内
、
三
九
年
分
が
残
る
。
今
回
の
テ
キ
ス
ト
は
願
書
の
控
。 

乍
恐
奉
願
上
候
御
事
： 

領
主
・
役
所
へ
の
願
書
の
題
。
相
手
へ
の
敬
意
を
表
現
し
た
も
の
。 

御
茶
壷
御
下
リ
： 

御
茶
壷
は
将
軍
御
用
の
宇
治
茶
を
詰
め
た
茶
壷
。
毎
年
、
新
茶
を
江
戸
ヘ
運
ぶ

行
事
は
御
茶
壷
道
中
と
呼
ば
れ
、
往
路
は
東
海
道
、
復
路
は
草
津
↓
彦
根
↓
大
垣
↓
起
↓
鳴
海
の

中
山
道
・
美
濃
路
・
東
海
道
を
経
由
し
た
。
御
下
り
は
江
戸
へ
の
復
路
を
指
す
。 

節
： 

時
期
、
こ
ろ
、
折
。 

大
船
并
渡
船
： 

大
船
は
荷
船
等
大
型
船
。
渡
船
は
近
距
離
の
渡
し
に
用
い
る
小
型
船
。 

御
用
： 

幕
府
又
は
藩
（
尾
張
藩
）
の
用
事
。 

被
為
仰
付
： 

普
通
は
「
被
仰
付
（
お
お
せ
つ
け
ら
れ
）」
だ
が
、
幕
府
御
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
為
」

二
・
一
六 

三
・ 

四 

四
・ 

一 

四
・
一
四 

四
・
二
〇 

五
・
二
〇 

 

六
・ 

六
・ 

七
・ 

 

十
一
・ 

十
二
・ 

宝
暦
十
一
巳
年
御
用
金
の
覚 

旦
那
様
役
年
に
つ
き
村
々
庄
屋
伊
勢
参
り
の
記
録
（
十
一
日
名
古
屋
御
屋
敷
へ
） 

領
主
へ 

本
郷
村
庄
屋
助
左
衛
門
病
死
を
注
進 

領
主
よ
り 

当
年
よ
り
五
ヶ
年
年
貢
定
免
の
申
付
け
（
本
郷
村
は
高
に
四
つ
五
分
） 

領
主
へ 

当
春
堤
御
普
請
所
の
土
場
上
り
坂
の
引
地
を
願
上 

領
主
へ 

江
吉
良
村
地
内
船
橋
村
境
の
道
通
築
立
に
つ
き
本
郷
村
な
ど
四
か
村

が
水
除
を
注
進 

御
船
方
役
所
へ 

御
茶
壺
御
下
り
の
船
御
用
の
触
れ
に
つ
き
負
担
軽
減
を
願
上 

郡
奉
行
所
へ 

堤
普
請
の
箇
所
に
つ
き
見
分
と
秋
の
普
請
を
願
上 

領
主
よ
り 

江
戸
行
の
物
入
り
に
つ
き
、
近
年
村
々
困
窮
で
は
あ
る
が
年
貢
を
き

ち
ん
と
納
め
る
よ
う
急
度
申
付 

郡
奉
行
所
へ 

堤
普
請
の
箇
所
に
つ
き
来
春
の
見
分
と
普
請
を
願
上 

領
主
よ
り 

御
用
金
二
〇
両
を
狐
穴
村
・
本
郷
村
か
ら
借
り
上
げ
（
手
形
写
し
） 
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を
加
え
（
お
お
せ
つ
け
せ
ら
れ
）
と
表
記
。 

指
出
シ
（
さ
し
だ
し
）： 

差
し
出
し
。
こ
こ
で
は
船
を
差
し
出
す
こ
と
。 

然
処
（
し
か
る
と
こ
ろ
）： 

前
の
文
を
受
け
て
後
ろ
の
文
へ
続
け
る
意
。 

御
証
文
御
触
状
： 

御
用
の
証
拠
と
な
る
文
書
と
そ
れ
を
告
示
す
る
文
書
。 

墨
俣
川
： 

長
良
川
。 

境
川
： 

各
務
原
各
務
か
ら
南
西
へ
流
れ
、
羽
島
で
長
良
川
へ
合
流
。
名

は
濃
飛
の
境
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。
美
濃
路
は
揖
斐
川
・
墨
俣
川
・
境
川
・
木
曽
川
を
渡
る
。 

被
極
（
き
め
ら
れ
）： 
極
（
き
め
る
）
は
決
と
同
義
。 

被
下
置
候
（
く
だ
し
お
か
れ
そ
う
ろ
う
）： 

く
だ
す
は
与
え
る
の
意
。 

平
方
村
（
ひ
ら
か
た
む
ら
）：
尾
張
藩
領
。
羽
栗
郡
。
本
郷
村
の
南
東
に
位
置
。 

岐
阜
町
： 

尾
張
藩
領
。
厚
見
郡
。
岐
阜
代
官
（
の
ち
岐
阜
町
奉
行
）
が
置
か
れ
た
。 

道
法
（
み
ち
の
り
）： 

距
離
。 

 

御
証
文
御
触
状
相
廻
リ
： 

回
送
す
る
こ
と
。 

難
儀
（
な
ん
ぎ
）： 

く
る
し
み
。
面
倒
。
迷
惑
。 

 

別
而
（
べ
っ
し
て
）： 

と
り
わ
け
て
。
と
く
に
。 

～
候
間
（
あ
い
だ
）： 

～
で
あ
る
の
で
。
間
は
ゆ
え
。
か
ら
。
の
で
。） 

右
之
趣
（
み
ぎ
の
お
も
む
き
）： 

以
上
の
趣
意
。
趣
は
内
容
。
事
情
。 

被
為
聞
召
分
（
き
こ
し
め
し
わ
け
せ
ら
れ
）： 

聞
し
召
す
は
お
聞
き
入
れ
に
な
る
。
お
許
し
に
な

る
。
分
く
は
弁
別
す
る
。
判
別
す
る
。 

 

～
之
儀
： 

～
の
こ
と
。 

先
前
之
通
リ
壱
通
ニ
被
極
、
御
渡
シ
被
下
置
候
様
ニ
成
共
、
又
ハ
渡
船
御
用
之
儀
ハ
墨
俣
宿
問
屋
触

ニ
而
被
為
仰
付
被
下
置
候
様
ニ
成
共
： 

村
側
か
ら
二
様
の
解
決
案
を
示
し
た
も
の
。
墨
俣
宿
問
屋

触
（
ふ
れ
）
は
墨
俣
宿
問
屋
が
渡
船
御
用
に
つ
い
て
村
々
へ
知
ら
せ
る
こ
と
。 

奉
願
上
候
（
ね
が
い
あ
げ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
）： 

奉
る
は
謙
譲
語
。 

御
大
名
様
方
御
交
代
ニ
御
通
行
： 

諸
大
名
の
参
勤
交
代
の
通
行
。 

～
候
段
（
だ
ん
）： 

～
の
点
。
段
は
か
ど
。
箇
条
。
点
。 

向
後
（
き
ょ
う
ご
・
き
ょ
う
こ
う
）： 

今
後
。 

 

御
免
（
ご
め
ん
）： 

容
赦
・
赦
免
の
尊
敬
語
。 

御
船
方
御
役
所
： 

尾
張
藩
の
船
奉
行
の
役
所
。 


